
年間授業計画　新様式

高等学校 令５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

使用教科書：（ 『現代高等保健体育』（大修館書店） ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するための身体的資質・能力を育成する。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

「マット運動」
・学習カード活用

１

学

期

保健体育 体育
保健体育 体育 3

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の
楽しさや喜びを深く味わい、生涯にわたって運
動を豊かに継続することができるようにするた
め、運動の多様性や体力の必要性について理解
するとともに、それらの技能を身に付けるよう
にする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課
題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思
考し判断するとともに、自己や仲間の考えたこ
とを他者に伝える力を養う。

運動における競争や協働の経験を通して、公正
に取り組み、互いに協力し、一人一人の違いを
大切にしようとするなどの意欲を育てるととも
に、健康・安全を確保して、生涯にわたって継
続して運動に親しむ態度を養う。

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】

A 単元「体つくり運動」
【知識及び技能】
体を動かす楽しさや心地よさを味
わい、運動を継続する意義、体の
構造、運動の原則などを理解する
とともに、健康の保持増進や体力
の向上を目指し、目的に適した運
動の計画を立て取り組める力を身
に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
自己や仲間の課題を発見し、合理
的な解決に向けて運動の取り組み
方を工夫するとともに、自己や仲
間の考えたことを他者に伝える力
を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
自主的に取り組むとともに、互い
の助け合いを教え合おうとするこ
とと、一人一人の違いに応じた動
きなどを大切にしようとするこ
と、話し合いに貢献しようとする
ことなど、健康・安全を確保する
態度を養う。

「縄跳び」
・短縄跳び
・大縄跳び
・学習カード活用

【知識・技能】
・定期的・計画的に運動を継続すること
は、心身の健康、健康や体力の保持増進に
つながる意義があることを理解している。
・のびのびとした動作で用具などを用いた
運動を行うことを通して、気付いたり関
わったりすることができる。
【思考・判断・表現】
・ねらいや体力の程度を踏まえ、自己や仲
間の課題に応じた強度、時間、回数、頻度
を設定している。
・課題を解決するために仲間と話し合う場
面で、合意形成するための関わり方を見つ
け、仲間に伝えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・一人一人の違いに応じた動きなどを大切
にしようとしている。
・仲間の課題を伝え合うなど、互いに助け
合い、教え合おうとしている。

○ ○ ○ 12

思

○ 9

D単元「水泳」
【知識及び技能】
記録の向上や競争の楽しさや喜び
を味わい、技術の名称や行い方、
体力の高め方、運動観察の方法な
どを理解するとともに、効率的に
泳ぐ技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
泳法などの自己や仲間の課題を発
見し、合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するととも
に、自己の考えたことを他者に伝
える能力を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
自主的に取り組むとともに、勝敗
などを冷静に受け止め、ルールや
マナーを大切にしようとするこ
と、自己の責任を果たそうとする
こと、一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとするこ
となどや、水泳の事故防止に関す
る心得を遵守するなど健康・安全
を確保する能力を身に付ける。

「クロール」
「平泳ぎ」
・学習カード活用

【知識・技能】
・各種目の技能の名称があり、それぞれの
技術には、効率的に泳ぐポイントがあるこ
とを理解している。
・「クロール」：水面上の腕は、ローリン
グの動きに合わせてリラックスして前方へ
動かすことができる。
「平泳ぎ」：適切な「プル・呼吸・キッ
ク・グライド・ストローク」で大きく進む
ことができる。
【思考・判断・表現】
・選択した泳法について、合理的な動きと
自己や仲間の動きを比較して、成果や改善
すべきポイントとその理由を仲間に伝える
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大
切にしようとしている。

○ ○ ○ 12

B 単元「陸上」
【知識及び技能】
記録の向上や競争の楽しさや喜び
を味わい、技術の名称や行い方、
体力の高め方、運動観察の方法な
どを理解するとともに、各種目特
有の技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
動きなどの自己や仲間の課題を発
見し、合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するととも
に、自己の考えたことを他者に伝
える力を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
自主的に取り組むとともに、勝敗
などを冷静に受け止め、ルールや
マナーを大切にしようとするこ
と、自己の責任を果たそうとする
こと、一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとするこ
となどや、健康・安全を確保する
能力を身に付ける。

「短距離走」
・50M走
・リレー
・学習カード活用

【知識・技能】
・各種目で用いられる技術の名称があり、
それぞれの技術には、記録向上につながる
重要な動きのポイントがあることを理解し
ている。
・スタートでは力強くキックをして、徐々
に状態を起こしていき加速し、力みのない
リズミカルな動きで走ることができる。
【思考・判断・表現】
・ルールを守り競争したり勝敗を受け入れ
たりする場面で、よりよいマナーや行為に
ついて、自己の活動を振り返ることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大
切にしようとしている。
・勝敗などを冷静に受け止め、ルールやマ
ナーを大切にしようとしている。

○ ○

C 単元「器械運動」
【知識及び技能】
技ができる楽しさや喜びを味わ
い、器械運動の特性や成り立ち、
技の名称や行い方、その運動に関
連して高まる体力などを理解でき
るようにする。回転系や巧技系の
基本的な技を滑らかに行うこと、
条件を変えた技や発展技を行うこ
と及びそれらを組み合わせること
ができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
技などの自己の課題を発見し、合
理的な解決に向けて運動の取り組
み方を工夫するとともに、自己の
考えたことを他者に伝えることが
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
器械運動に積極的に取り組むとと
もに、よい演技を認めようとする
こと、仲間の学習を援助しようと
すること、一人一人の違いに応じ
た課題や挑戦を認めようとするな
どや、健康・安全に気を配ること
ができるようにする。

【知識・技能】
以下の基本的な回転技や倒立技をすること
ができる。
・前転
・後転
・壁倒立
・腕立て横飛び越し
【思考・判断・表現】
・自分の力に合った技を選んでいる。
・技のポイントについて考え、自分のめあ
てがもてている。
・技の練習の仕方を知り、練習方法や練習
の場を選んでいる
【主体的に学習に取り組む態度】
・自分の力に合った課題をもって進んで取
り組もうとする。
・友達と励ましあって運動したり協力して
器械・器具の準備、片付けをしたりしよう
とする。
・約束を守って安全に運動しようとする。

〇 〇 〇 12

心と体を一体として捉え、生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを継続するための資質・能
力を育成する。

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

体育

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

評価規準 知 態 配当
時数



３

学

期

A 単元「武道」
【知識及び技能】
武道の成り立ち、伝統的な考え
方、技の名称や行い方、関連して
高まる体力などを理解し、試合の
行い方を理解している。また武道
の特性に応じて、攻防するための
基本動作や基本となる技を身に付
けている。
【思考力、判断力、表現力等】
武道を豊かに実践するための学習
課題に応じた運動の取り組み方を
工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
武道の楽しさや喜びを味わうこと
ができるよう、相手を尊重し、伝
統的な行動の仕方を守ろうとする
こと、分担した役割を果たそうと
することなどや、禁じ技を用いな
いなど健康・安全に留意して、学
習に積極的に取り組もうとしてい
る。

「剣道」
・学習カード活用

C 単元「体育理論」
【知識及び技能】
スポーツの文化的特性や現代のス
ポーツの発展について理解するこ
とができる。
【思考力、判断力、表現力等】
スポーツの文化的特性や現代のス
ポーツの発展について、課題を発
見し、よりよい解決に向けて思考
し判断するとともに、他者に伝え
ること。
【学びに向かう力、人間性等】
スポーツの文化的特性や現代のス
ポーツの発展についての学習に自
主的に取り組む力を身に付ける。

「スポーツの経済的効果と高潔
さ」
「スポーツが環境や社会にもたら
す影響」
・視聴覚教材活用

B 単元「球技」
【知識及び技能】
勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の
高め方、運動観察の方法などを理
解するとともに、作戦に応じた技
能で仲間と連携しゲームを展開で
きる能力を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
動きなどの自己や仲間の課題を発
見し、合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するととも
に、自己の考えたことを他者に伝
える力を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
自主的に取り組むとともに、勝敗
などを冷静に受け止め、ルールや
マナーを大切にしようとするこ
と、自己の責任を果たそうとする
こと、一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとするこ
となどや、健康・安全を確保する
能力を身に付ける。

「バスケットボール」
「サッカー」
・学習カード活用

２

学

期

105

○ 9

【知識及び技能】
・現代のスポーツは経済的な波及効果があ
り、スポーツ産業が経済の中で大きな影響
を及ぼしていること。また、スポーツの経
済的な波及効果が高まるにつれ、スポーツ
の高潔さなどが一層求められることを理解
している。
・スポーツを行う際は、スポーツが環境や
社会にもたらす影響を考慮し、多様性への
理解や持続可能な社会の実現に寄与する責
任ある行動が求められることを理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・スポーツの経済的効果と高潔さやスポー
ツが環境や社会へもたらす影響について、
習得した知識を基に、持続可能なスポーツ
の発展のための課題の解決に向けて、自己
の提案を言葉や文章などを通して他者に伝
えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・スポーツの文化的特性や現代スポーツの
発展についての学習に、自主的に取り組も
うとしている。

○ ○ ○

3

合計

○

【知識・技能】
・球技の各型の各種目において用いられる
技術や戦術、作戦には名称があり、それら
を身に付けるためのポイントを理解してい
る。
・「ゴール型」：①ボールをコントロール
してパスやシュートができる。②空間を作
り出すための動きをすることができる。
・「ネット型」：①ボールを相手側のコー
トの空いた場所に打つ返すことができる。
②ラリーの中で、味方の動きに合わせて
コート上の空いている場所をカバーするこ
とができる。
・「ベースボール型」：①タイミングを合
わせてボールを捉えることができる。②
狙った方向へステップを踏みながら、一連
の動きでボールを投げることができる。
【思考・判断・表現】
・ルールを守り競争したり勝敗を受け入れ
たりする場面で、よりよいマナーや行為に
ついて、自己の活動を振り返ることができ
る。
・体力や技能の程度、性別等の違いに配慮
して、仲間とともに球技を楽しむための活
動の方法や修正の仕方を見つけることがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大
切にしようとしている。
・勝敗などを冷静に受け止め、ルールやマ
ナーを大切にしようとしている。

○

【知識及び技能】
・スポーツは人類の歴史とともに始まり、
その理念が時代に応じて多様に変容してき
ていること。また、我が国から世界に普及
し、発展しているスポーツがあることを理
解している。
・現代のスポーツは、オリンピックやパラ
リンピック等の国際大会を通して、国際親
善や世界平和に大きな役割を果たし、共生
社会の実現にも寄与していること。また、
ドーピングは、フェアプレイの精神に反す
るなど、能力の限界に挑戦するスポーツの
文化的価値を失わせることを理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・スポーツの歴史的発展と多様な変化や現
代のスポーツの意義や価値について、事実
や理念を整理したり、自己のスポーツへの
関わりを見いだしたりして、自己や社会に
スポーツがもたらす影響について課題を発
見することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・スポーツの文化的特性や現代スポーツの
発展についての学習に、自主的に取り組も
うとしている。

「スポーツの歴史的発展と多様な
変化」
「現代のスポーツの意義や価値」
・視聴覚教材活用

C 単元「体育理論」
【知識及び技能】
スポーツの文化的特性や現代のス
ポーツの発展について理解するこ
とができる。
【思考力、判断力、表現力等】
スポーツの文化的特性や現代のス
ポーツの発展について、課題を発
見し、よりよい解決に向けて思考
し判断するとともに、他者に伝え
ること。
【学びに向かう力、人間性等】
スポーツの文化的特性や現代のス
ポーツの発展についての学習に自
主的に取り組む力を身に付ける。

9

A 単元「陸上」
【知識及び技能】
記録の向上や競争の楽しさや喜び
を味わい、技術の名称や行い方、
体力の高め方、運動観察の方法な
どを理解するとともに、各種目特
有の技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
動きなどの自己や仲間の課題を発
見し、合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するととも
に、自己の考えたことを他者に伝
える力を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
自主的に取り組むとともに、勝敗
などを冷静に受け止め、ルールや
マナーを大切にしようとするこ
と、自己の責任を果たそうとする
こと、一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとするこ
となどや、健康・安全を確保する
能力を身に付ける。

「長距離走」
・学習カード活用

【知識・技能】
・各種目で用いられる技術の名称があり、
それぞれの技術には、記録向上につながる
重要な動きのポイントがあることを理解し
ている。
・自己の体力や技能の程度に合ったペース
を維持して走ることができる。
【思考・判断・表現】
・合理的な動きと自己や仲間の動きを比較
して、成果や改善すべきポイントとその理
由を仲間に伝えることができる。
・ルールを守り競争したり勝敗を受け入れ
たりする場面でよりよいマナーや行為につ
いて、自己の活動を振り返ることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大
切にしようとしている。
・勝敗などを冷静に受け止め、ルールやマ
ナーを大切にしようとしている。

○

○ ○

3○○○

【知識・技能】
・球技の各型の各種目において用いられる
技術や戦術、作戦には名称があり、それら
を身に付けるためのポイントを理解してい
る。
・「ゴール型」：①ボールをコントロール
してパスやシュートができる。②空間を作
り出すための動きをすることができる。
・「ネット型」：①ボールを相手側のコー
トの空いた場所に打つ返すことができる。
②ラリーの中で、味方の動きに合わせて
コート上の空いている場所をカバーするこ
とができる。
・「ベースボール型」：①タイミングを合
わせてボールを捉えることができる。②
狙った方向へステップを踏みながら、一連
の動きでボールを投げることができる。
【思考・判断・表現】
・ルールを守り競争したり勝敗を受け入れ
たりする場面で、よりよいマナーや行為に
ついて、自己の活動を振り返ることができ
る。
・体力や技能の程度、性別等の違いに配慮
して、仲間とともに球技を楽しむための活
動の方法や修正の仕方を見つけることがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大
切にしようとしている。
・勝敗などを冷静に受け止め、ルールやマ
ナーを大切にしようとしている。

○ ○ 24○

【知識・技能】
・武道の特性や成り立ちについて、学習し
た具体例を挙げている。
・武道の伝統的な考え方について、理解し
たことを言ったり書き出したりしている。
・相手の動きに応じた基本動作ができる。
【思考・判断・表現】
・技を身につけるための運動の行い方のポ
イントを見つけている。
・学習した安全上のの留意点を他の練習場
面や試合場面に当てはめている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・剣道の学習に積極的に取り組もうとして
いる。
・相手を尊重し、伝統的な行動の仕方を守
ろうとしている。
・禁じ技を用いないなど健康・安全に留意
している。

○ ○ ○ 12

B 単元「球技」
【知識及び技能】
勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の
高め方、運動観察の方法などを理
解するとともに、作戦に応じた技
能で仲間と連携しゲームを展開で
きる能力を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
動きなどの自己や仲間の課題を発
見し、合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するととも
に、自己の考えたことを他者に伝
える力を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
自主的に取り組むとともに、勝敗
などを冷静に受け止め、ルールや
マナーを大切にしようとするこ
と、自己の責任を果たそうとする
こと、一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとするこ
となどや、健康・安全を確保する
能力を身に付ける。

「バスケットボール」
「サッカー」
「バドミントン」
・学習カード活用


